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年頭のあいさつ

新春を迎え,て

秩父防火安全協会

会 長 雨 宮 鹿之助

新年明けましておめでとうございます。

会員の皆様には、輝かしい新春をお迎えのことと、お慶び申し上げます。

平素より当協会の運営に対しましては、格別なるご理解とご協力を賜り心より厚くお礼申し上げま

す。

昨年を顧みますと秩父広域管内では、 7月 25日 に、埼玉県防災ヘリが山岳救助活動中に、奥秩父

山中で墜落し、 5名 の方が殉職されました。殉職された 5名のうちに秩父消防署救助隊員 1名が含

まれていたことは、まことに残念でなりません。

9月 2日 には合同慰霊祭が、さいたま市において挙行され、防火安全協会長として一輪の白菊を

献花させていただきました。殉職された方全員が働き盛りで、慰霊祭壇上のご遺族は、幼子から大

学生まで養育中であり、ご遺族の心中はいかばかりかと思いをはせ、故人のご冥福と、ご遺族のご

健康をお祈りするばかりの慰霊祭でありました。

全国的には、奄美大島や山口県において今までにない局地的豪雨が発生し、多数の被災者が発生

するなど大変な 1年でありました。

さて、当協会の昨年の事業を振り返りますと、 6月 には定例評議員会が役員多数の参加をいただ

き盛大に行われ、役員改選により、会長として再選をいただきました。また須崎副会長の退任に伴

い口小林石油店の冨田副会長が選任されました。新体制によリー層の努力をしてまいりたいと思い

ます。

11月 には、防火意識の高揚と会員相互の親睦をはかるため、東京都の立川防災基地を中心に研修

旅行を計画したところ、大勢の会員の参加をいただき、充実した一日となりました。

年初にあたり、防火安全協会として、尊い人命や貴重な財産が災害により失われることのないよ

う、消防機関と連携を密にして、防火思想の普及啓発と災害の未然防止に取り組んでまいりますの

で、会員の皆様の尚一層のご協力をお願いします。

最後に、本年は卯年でもありますので、会員皆様の更なる飛躍とご繁栄をご祈念し新年の挨拶と

します。

明けまして

おめでとうございます

事務局一日
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粘 冊 躙 靱 躙 躙 躙 躙 輻 塚 鱚 爾 目 ‐ 1年 頭 の あ い さ つ

分署の統廃合につしヽ‐て

秩父消防本部

次 長 高 稿 徹 也

新年あけましておめでとうございます。

会員の皆さんには、ご家族お揃いで輝かしい新年をお迎えしご活躍のことと、お喜び申し上げま

す。

日頃から、消防行政の推進につきまして、ご支援ご協力を賜り心より感謝申し上げます。本年も

旧年に引き続きご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

さて、 日本経済が危機に直面する中、消防を取り巻く環境は著しく変化し、行財政改革により
「安心・安全」を願う住民意識の新たな対応が求められております。このような状況下、消防が対

応していくためには、時代に見合った組織機構の構築や、過去にとらわれない新しい視点での発想

が必要であり、使命感と責任感をもって、移り変わる社会環境を的確に捉えた様々な施策を積極的

に推進しなければならないと考えております。

昭和46年広域消防が発足後、約40年が経過し各分署庁舎とも老朽化が著しい上に時代の経過と

ともに狭除となっている現状です。分署統廃合計画が具体化され、厳しい財政状況をふまえた分署

建設計画について、進捗状況をお話しさせていただきます。

秩父消防本部庁舎は防災拠点として現在地に移転し、早くも10年の節目を迎えました。また現在

の 7分署を4分署に再編する分署統廃合計画も進んでおります。

新分署については、地域における防災拠点となる耐久性、耐震性を有し、また、交代勤務者の居

住性を十分考慮した庁舎として、まず横瀬分署から建設が始まり来年度の完成を目指し順調に施工

が行われております。

更に平成23年度からは、皆野分署と長瀞分署を統廃合する仮称皆野長瀞分署の建設工事も予定さ

れております。

これらに伴い、警防隊員と救急隊員が専任化されることから、専門的かつ高度な消防サービスを

提供することができるとともに高規格救急車の常時配置が可能となり、知識、技能を身につけた救

急救命士の出場により救命率の向上にも繋がることと思います。

また、いつ、何処で、発生するかわからない地震や林野火災などの大規模災害や、火災、急病、

事故等に対する迅速かつ的確な対応など積極果敢に取り組み、住民から信頼される消防として、更

なる消防力の強化を図つていきたいと考えております。

なお、昨年の防災へり墜落事故は誠に無念でありましたが、職員と力を合わせ新たな決意のもと

に、地域住民の皆さんの負託にこたえられるよう、与えられた人員、資機材を有効最大限に活用し、

職務の遂行に努めて参りたいと思いますので、ご指導ご協力を是非お願い申し上げます。

結びに、本年が災害の無い飛躍する年になることを願うとともに、会員各位のご健勝と各事業所

のご発展をご祈念申し上げご挨拶といたします。
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「日帰り視察研修」に寄せて
隋)Jヽ林石油店 冨 田 光 彦

この度秩父防火安全協会の副会長に選任されました冨田です。未熟者でございますがどうかご指

導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

さて昨年秋の深まる11月 16日 に、 日帰り視察研修旅行に参加させて頂きました。
最初に東京消防庁のハイパーレスキュー部隊の見学。阪神 。淡路大震災の教訓から特殊な技術能

力を有する隊員や装備で編成し大型重機を備え火薬も扱えるスペシャリス ト部隊です。当日も大型

重機等の操作や建物火災の訓練、またAKB48の テレビ取材も行われていました。初めて見る特殊な

消防車や水難救助訓練用のプール施設に一同感心。その後は浅草へ移動し昼食、スカイツリーの見

学と水上バスの隅田川下り。

今回は、女性の参加者も多くとても和やかな雰囲気で中身の濃い研修旅行となりました。

最後になりますが会員の皆様のご健勝と、ご祈念を申し上げます。

東京消防庁ハイパーレスキュー隊にて

2列 目左から 1人 目 冨田副会長
2列 目右から2人 目 Jヒ澤さん・同 3人 目 黒澤さん

日帰り視察研修に参加して
明星保育園 Jヒ 澤 真由美・黒 澤 良 江

11月 16日 に東京都立川市にある、東京消防庁第 8本部消防救助機動部隊 (通称ハイパーレスキュ

ー隊)の視察研修に参加させていただきました。

この隊は通常の消防署では対応が困難な災害時に、特殊な技術や能力を有する隊員や装備で多数

の人命を早期に救助することを目的につくられたそうです。実際に大型重機や訓練の様子を見せて

いただき、 このような毎日の積み重ねが災害時の救助に結びつくことを実感しました。
保育園では毎月の避難訓練や幼年消防大会で火事や災害時の避難訓練、火災予防等をおこなって

いますが子どもたちにはいつも真剣な眼差しで取り組んでいます。

帰路、署長さんから秩父消防署もハイパーレスキュー隊に勝るとも劣らない救助能力があるとの

お話を聞き大変心強く感じました。研修以来、消防車や救急車のサイレンを聞く度に皆様の御苦労

を思い、感謝の気持ちをよリー層深くしております。これからも防火安全協会の皆様の御健勝と征l

活躍を祈念申しあげます。

東京スカイツリー遠景
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α団■日劇目鵬・凛藤■猟
`轍
ど)に評き書

住宅用火災警報器等の設置義務化を契機として不適正な価格 (市

場価格を超える高額な価格)による販売を行う業者にこ注意下

さい。(火災警報器はクーリングオフの対象です。)

国の技術基準に適合しない住宅用火災警報器

等は購入しないようにしましょう。

(日本消防検定協会の鑑定品には、「認定マーク」

がついています。製品を購入される際の目安

としてください。)

住宅用火災警報器等に関するお問い含せは

・放 火      9件
・たき火      6件
・こんろ      5件
・電灯電話等の配線  2件
・放火疑い     2件
。たばこ     1件
・危険物の飛散    1件
・グラインダーの火花 1件

・ガス溶断機の火花  1件
・電気溶接機の火花  1件
・風呂かまど    1件
・車両の衝突    1件
・バイクの転仁1   1件
・電気こたつ    1件
・配電盤のショート 1件
・不 明      9件

秩父消防本部 予防課 (丁EL 21-0121)まで

秩父消防署 (本署)に最新鋭の高規格救急車が

納車され11月 19日 から運用が開始されました。

この救急車 (ト ヨタ製)は救急業務高度化対応

の医療資器材を装備し、秩父消防本部車両整備

計画に基づき、秩父消防署 (本署)に配置されて

おります。また災害対応特殊救急車として緊急

消防援助隊に登録される予定であり地域住民の

ためはもとより全国での活躍が期待されます。

十  年 火災■救急●救助の実態
火 災
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秩父市 3 2 7 5 2 3 1 3 3 1 406 7,658 3,965 1,379 13.002 2 1

横瀬町 0

皆野町 2 1 2 1
И
争 2 44,914 279 52,424 2 4

長瀞町 0

」嗜震予町 2 1 1 3 3 1 7,919 9 8,386 1 1

合  計 7 2 2 4 3 1 8 l,276 7 7 60,491 11,654 73,812

火災件数は平成21年と同数ですが、建物火災は 3件の増加となつています。
合 計
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).→ 出‐場件数は:平成21年と上ヒベ急病が220件●1交通が34イ牛それぞれ増力rとならていま|す :

平成22年 市町別救急出場件数

出‐場件数は1‐ 1平1成21年と比べ7件の増加となうてしヽます:
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４
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秩 父 市 57 37 14 10 6 7 5 17 1 2 3 1 28

横 瀬 町 8 つ
４ 2 4 3 1 7

皆 野 町
つ
４ 2 1 1 2 5 1 1

長 瀞 町 12 7 3 2 2 3 1 1 7

小鹿野町 16 14
つ
４ 5 3 4 4 12

計 108 68 19 17 14 18 7 32 3 1 4 3 1 0 57

-6-



この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、も

って火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を

防く
゛
ことを目的として、毎年この時期に実施しているものです。

点口 標

住宅防火対策の推進

放火火災・連続放火火災防止対策の徹底

特定防火対象物等における防火安全対策の徹底

製品火災の発生防止に向けた取組の推進

林野火災予防対策の推進

①

②

③

④

⑤

い鰺'議警響轟‐ π参醸翠イント
… 讀 参機は撥・ →終つ

:鍮燿籐

3‐‐つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

讐 癬
メ
■

甘

姉
.:

‖
■轟

畿鼈購虞

鰤

イフーη対‐策‐‐
○ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災詈報器を設置する。

○ 寝室、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。

○ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。

○ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつ<る。

甲種防火管理新規講習について

平成23年度も昨年度と同様、甲種防火管理新規講習を秩父消防本部において、6月 中旬 (2日 間)

に開催する予定です。

なお、案内通知は5月 配布予定です。詳細にあっては秩父消防本部ホームページに掲載します。

お問い合わせは予防課までお願いします。

(秩父消防本部 予防課 電話 0494-21-0121)

危険物取扱者試験 0消防設備士試験
平成23年度の試験日程・会場は (平成23年 2月 10日 現在)未定となっております。3月 中には日

程が決まるとのことです。

詳しくは 聞消防試験研究センター埼玉県支部又は秩父消防本部予防課へお問い合わせください。

問い合わせ先 (消防試験研究センター埼玉県支部)

インターネットホームページ :http://www.shOllbo shiken.or.jl) TEL:0488320747
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秩父観光興業株式会社 秩父営業所    所長 本間清仁
秩父市宮イ貝」町 1-8 TEL 22-2116 FAX 23-1372

この度、秩父防火安全協会に入会させて頂きました秩父観光興業秩父 (営 )です。当社では安全の

先にある安心を、お客様に届けられる様、日夜努力しています。防火対策も同じ<常に安ノらでいら
れる防火管理を徹底し事故の無い様にしてまいります。今後、会員皆様のご指導を頂きますようお

願い致します。

一

―
―

―

一

秩父防火安全協会では、幼稚園・保育園等で使用する幼児向け防火アニメのDVDを購入し
ました。AV機器のデジタル化に伴い各施設で従来のVHSビデオテープを再生できなくなる場
合も増えていくと思われます。今回購入したものは幼児向けの作品となっておりますが今後事

業所向けのものなども購入していく予定です。従来のビデオテープと同様に貸出しております

のでぜひ活用してください。

鬱 饉 働 螢 。 中 撥 0饉 鬱 爾 儘 饉
蒲 ifttDVD機

攣 罐 蟻 輌 輔 蟻 椰 饉

★「火あそび勝火事のもこ」

映像時間 13分

★「力′ιガモ親子の火の用心」

映像時間 13分

秩父防火安全協会

秩父消防本部 予防課内 (0494-21-0121)

l

2

3

4

5

6

爾0。 感攣藝00防火 用 DVD一 覧 鰺鰤饉蟻儘・蓼攣

「ふせごう家具等の転倒防止対策」  映像時間 21分
「地震だ !その時どうする。」      〃  18分
「第4類危険物の火災を防げ !」      〃  30分
「消防用設備の操作要領」        〃  19分
「消防用設備・施設の日常点検」     〃  19分
「みんなで考える防火安全の知識 !」    〃  42分

その他ビデオテープ 64種類

印刷/株式会社 秩父プリント社


